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Starnbergersee : LTUpvµrrtpyK8p~8 （「埋葬J8行目）
Hofgarten : X6<pyK叩τEV（「埋葬J10行目）
King William Street : KivyK Oui入λl即日刊τ（「埋葬J66行目）
－人名
Belladonna : Mm)).avr6vα （「埋葬J49行自）
Stetson：エτtτσOV（「埋葬」 79行自）
Lil: /¥iλ （「チェス1139行自）
Bill: Mπiλλ （「チェス」 170行目）
Lou: /¥o也（「チェスJ170行目）




邑担1且笠yWoolnoth : ）］型山並fo古λ，voe （「埋葬J66行目）
下線部はギリシャ語に翻訳された語を示す。
この三例のほかに固有名詞からの派生語をギリシャ語に転写した例も見られる。








旧約聖書の詩篇に出てくる fox（第 63篇 10）には「山犬Jという意味がある。
「山犬Jfox（φo~）は『荒地』の「埋葬J 74行自の「犬」を連想させる。「犬」は
死体を掘り起こしてしまうので、死者の更生りを妨げる存在である。「チェスJ125 
行目の一節 Thoseare pearls that were his eyesは「埋葬J48行目の繰り返しで、
死者の眼が海水によって真珠に変容する一種の再生を表している。この一節は
シェイクスピアの『あらし』から引用されている。翻訳においてセフェリスが



























Albert fuivvη~ （「チェス」 1421T目）
⑤その他
Mrs. Equitone・間piαIσOljlaλTOU（「埋葬J57行目）
セフェリスは、まず Equitoneをequiーと toneに分け、前半は equi－と同じ「等 」






上で見た固有名詞の訳出方法の中で、 Albert に当てた ftawri~ という人名に注














































Now Albert’s coming back, make vourself a bit E旦呈旦．




You are a ~fool, I said. 
£［，σαl Y!1! aμuαλη，TI]c; Eiπα. (162行目）
あんた、ほんとに馬鹿よ、って言ってやった。（岩崎訳）
vτlπ ：＜dip トノレコ語「底」→全く
Well, Albert won’t leave you alone，虫立主主主，Isaid, 
Toλot7t6v, av o ftaw11c; OEσ’仰向VEl角的XTJ,E必白’vαto凶U7tOC,TI]c; AEfi (163行目）
ね、アルパートがあんたを放っとかないなら、そこじァないの、（深瀬訳）
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